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ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
政
治
哲
学
者
の

一
人
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
主
に

社
会
学
や
政
治
学
の
分
野
で
受
容
が
進
ん
で
き
た
。
と
り
わ
け

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
日
本
の
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
の
発
展
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
現
代
の
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
の

影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
世
界
規
模
の
拡
大
に
対
し
て
、
彼
女
の
政
治
哲
学
の
諸
概
念

が
批
判
的
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日

の
世
界
で 

「
異
質
な
他
者
の
排
除
」 

は
ま
す
ま
す
進
行
し
て
お
り
、 

ア
ー
レ
ン
ト
研
究
の
現
代
的
意
義
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
本
書
も
ま
た
、
ア
ー
レ
ン
ト
へ
の
現
代
的
関
心
の
高
ま
り
を
う
け

て
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
編
者
の
三
浦
隆
宏
に
よ
れ
ば
、
本
書
は

「
ア
ー
レ
ン
ト
思
想
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
案
内
書
、
あ
る
い
は

コ
ー
パ
ス
」（
序
文
四
頁
）
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
そ
の

目
標
の
通
り
、
本
書
は
ア
ー
レ
ン
ト
思
想
の
基
本
概
念
や
主
要
な
問

題
群
を
整
理
し
、
彼
女
の
広
範
な
思
想
の
見
通
し
を
良
く
す
る
「
地

図
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
本
書
は
、
従
来

【
図
書
紹
介
】

『
ア
ー
レ
ン
ト
読
本
』

日
本
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
会
編
著
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
〇
年

押
山
　
詩
緒
里

の
日
本
の
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
の
枠
組
み
を
超
え
る
た
め
に
、
社
会
学

や
政
治
学
の
研
究
者
に
加
え
て
哲
学
や
倫
理
学
の
専
門
家
を
執
筆
者

に
迎
え
、
よ
り
多
様
な
視
点
か
ら
の
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
を
試
み
て
い

る
。
さ
ら
に
、
若
手
か
ら
中
堅
の
研
究
者
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
新
た
な
側
面
を

描
き
出
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
以
下
の
四
つ
の
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
「
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
基
本
概
念
」
で
は
、
彼
女
の
政

治
哲
学
の
中
心
的
な
主
題
に
つ
い
て
概
説
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
部
「
現
代
世
界
に
お
け
る
ア
ー
レ
ン
ト
」
で
は
、
責
任
論
、
芸

術
論
、
自
由
論
、
法
権
利
、
教
育
学
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
ア
ー

レ
ン
ト
の
特
徴
・
意
義
・
限
界
を
考
察
し
て
い
る
。
第
三
部
「
各
国

に
お
け
る
受
容
」
で
は
、
日
本
、
英
語
圏
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
受
容
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
ア
ー

レ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
、
政
治
学
、
哲
学
に
対
し
て
も
た
ら

し
た
影
響
は
、
こ
れ
ま
で
の
入
門
書
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
本
書
の
独
自
性
の
一
つ
で
あ
る
。
第
四
部

「
著
作
解
題
」
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
著
作
の
年
代
別
の
見
取
り
図
と

解
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
主
要
な
著
作
だ
け
で
な

く
、
日
本
で
は
未
翻
訳
の
書
簡
集
や
手
稿
に
つ
い
て
も
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
は
、
今
後
の
日
本
の
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
に

と
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。


